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 Student evaluation is essential for teachers in order to materialize efficient teaching and 
learning process in classrooms. Most Japanese Universities has been conducting official 
student evaluations, usually once a semester. Aiming to understand the exact situation of 
each classroom and student, Korean language class adopted original evaluation tool,  
communication cards. This paper speculates the results of the evaluation since 2005 and 
reports how teaching and learning development in each classroom has been materialized. 
 








































な質問項目は、表 1 に示す通りである。 
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表 1 コミュニケーション・カードの質問項目 
 
 学生たちは 1～8 までの質問項目についてはマ
ークシート式で、A と B の質問項目については記
述式で回答することになる。 
 「コミュニケーション・カード」による授業評










表 2 記述Ａの分析 
回 日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55
1 10/5 実 施 せ ず
2 10/12 × △ △ 3
3 10/19 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 11
4 10/26 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 14
5 11/2 △ △ △ △ △ △ × × 8
6 11/9 △ △ △ △ △ △ △ 7
7 11/16 △ 1
8 11/30 △ △ △ △ △ △ △ × △ 9
9 12/7 △ × △ △ △ △ △ 7
10 12/14 × × △ × 4
11 12/21 △ △ 2
12 1/11 △ △ △ △ △ △ △ △ 8
13 1/18 △ △ △ △ × 5
14 1/25 △ △ △ △ 4
15 2/1 × △ △ 3



















2 回目の授業では 2 名が授業の内容に対して、1
名が授業の進度に対して修正を求めていることが
分かる。一方、縦軸で見ていくと、たとえば学生





























式 B 担当教員への質問及び要望 
「コミュニケーション・カード」を用いた授業改善の試み 


































表 4 質問項目 1 の評点の期間変化 
 
 
表 5 質問項目 2 の評点の期間変化 
 
 
表 6 質問項目 3 の評点の期間変化 
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表 8 質問項目 5 の評点の期間変化 
 
 
表 9 質問項目 6 の評点の期間変化 
 
 
表 10 質問項目 7 の評点の期間変化 
 
 










項目の評価結果の経年変化を表 12～表 19 として
示す（2006 年は実施せず）。 
 
表 12 評価項目 1 の評点の経年変化 
 
 
表 13 評価項目 2 の評点の経年変化 
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表 15 評価項目 4 の評点の経年変化 
 
 
表 16 評価項目 5 の評点の経年変化 
 
 
表 17 評価項目 6 の評点の経年変化 
 
 
表 18 評価項目 7 の評点の経年変化 
 
 









この状況は表 20 と表 21 に示している。 
 
表 20 韓国語Ⅰの評点   ＊上：2005年、下：2007年 
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表 23 質問項目 1 の評点（韓国語Ⅰ） 
  
 
表 24 質問項目 1 の評点（韓国語Ⅱ） 
 
 


















Ⅰ Ⅱ  
2005 2007 差 2005 2007 差 
1)授業の目標は 2.57 2.35 -0.22 2.51 2.23 -0.28
2)韓国語を使う 2.61 2.58 -0.03 2.61 2.60 -0.01
3)教員の説明は 2.59 2.48 -0.11 2.52 2.41 -0.11
4)板書や資料等 2.64 2.37 -0.27 2.58 2.39 -0.19
5)授業の構成は 2.57 2.39 -0.18 2.52 2.36 -0.16
6)授業の進度は 2.45 2.34 -0.11 2.45 2.36 -0.09
7)宿題は効果的 2.55 2.40 -0.15 2.53 2.38 -0.15
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3.2 使用教材の改善 

































た。その結果、表 25 と表 26 で見るように、平成
20（2008）年には評点が上昇した。 
 
表 25 質問項目 4 の評点（韓国語Ⅰ） 
 
 




表 27 成績の経年変化  ＊数字は当該評語を得た学生の割合を示す。 
 
 
年度 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 
期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
韓国語 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ 
学生数 58 名 52 名 47 名 52 名 41 名 42 名 50 名 44 名 52 名 53 名 62 名 62 名 56 名 55 名
D 12.1 17.3 4.3 15.4 12.2 19.0 6.0 6.8 0.0 3.8 6.5 4.8 12.5 3.6
欠 0.0 5.8 0.0 3.8 0.0 0.0 2.0 0.0 3.8 0.0 1.6 4.8 3.6 0.0
失 1.7 1.9 0.0 1.9 0.0 2.4 2.0 4.5 1.9 9.4 6.5 0.0 0.0 1.8
不合格 13.8 25.0 4.3 21.1 12.2 21.4 10.0 11.3 5.7 13.2 14.6 9.7 16.1 5.4
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表 28 不合格率の経年変化（韓国語Ⅰ） 
 
 
表 29 不合格率の経年変化（韓国語Ⅱ） 
 
 













表 30 韓国への留学状況 ＊半期以上は長期とする。 
入学年度 留学者数／韓国語受講者数 割合
2005 年 4 名／150 名 2.7%
2006 年 9 名／150 名 6.0%
2007 年 13 名／143 名 9.1%
2008 年 9 名／118 名 7.6%
2009 年 18名／152名（長期5名を含む） 11.8%
2010 年 22名／215名（長期2名を含む） 10.2%
2011 年 35名／207名（長期3名を含む） 17.0%
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る学生たちは、授業に対して不満を持っているだ
けではないという点である。彼らは実際には AA
（100～90 点）または A（89～80 点）の好成績を
収めている。授業の内容や進度に対して修正要求
の意見を書くのは、単に不満の現れではない。そ
れは強い学習意欲の現われであり、授業担当者は
授業に対する建設的な提案として捉えるべきであ
る。このことは修正要求意見の多くが、「日本語に
はないハングルの語尾の変化を理解するのが難し
いので、しっかり学習していきたい」、「発音がよ
くわからないまま発音練習に入ったりしてちょっ
と速かったなって思った。次はついていけるよう
にがんばります」、「表現がかわってまだまだ覚え
きれなかったです。ばっちりいえる、書けるよう
にがんばります」、「だんだん難しくなってきたの
で、復習をもっと頑張ろうと思いました」、「今日
は新しい単語や表現が沢山あり、大変だったけど、
その分沢山学べてよかった」と、意欲的な言葉で
結ばれていることからもうかがえる。 
 今後も、学生たちの意見を真摯に受け止めなが
ら、授業改善に取り組みでいきたい。そしてその
際、授業評価によるデータの蓄積は、教員自身が、
過去を振り返り、成長し、変化し続けるために不
可欠であると考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 
1. 平成 14（2002）年は講義形態の授業科目において、翌
平成 15（2003）からは学内で開講されるすべての授業
科目において実施された。 
2. 平成 23（2011）年度からは、大学全体の取り組みとし
て中間評価が実施されている。 
